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「
創
立
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
」

「
創
立
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
」

こ
の
度
、
長
年
に
わ
た
り
、
児

童
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
竜
王
保
育
園
園
長
、

新
見
芳
枝
先
生
が
、
令
和
七
年

秋
の
叙
勲
に
お
か
れ
ま
し
て
、
栄

え
あ
る
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
に

竜
王
保
育
園
へ
入
職
さ
れ
て
以

来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
寄

り
添
い
続
け
て
こ
ら
れ
た
功
績

が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
存

じ
ま
す
。
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
寿
宝
会
竜
王

保
育
園（
倉
敷
市
児
島
小
川
）は
、

昭
和
二
十
三
年
の
開
園
か
ら
七
十

八
年
の
歴
史
を
持
つ
大
規
模
保
育

園
で
す
。
新
見
先
生
は
保
母
と

し
て
入
職
後
、
昭
和
六
十
三
年
に

主
任
保
育
士
、
平
成
十
七
年
四

月
か
ら
園
長
に
就
任
さ
れ
、
聡

明
で
温
厚
篤
実
な
お
人
柄
と
揺

る
ぎ
な
い
信
念
を
も
っ
て
、
今
日

ま
で
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
い

献
身
的
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

一
時
預
か
り
保
育
、

休
日
保
育
、
延
長
保

育
、
障
が
い
児
保
育
な

ど
、
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
積
極
的
に
事
業
を

展
開
し
、
地
域
の
子

育
て
支
援
体
制
を
築

き
上
げ
、
平
成
十
九

年
に
は
倉
敷
市
委
託

事
業
「
竜
王
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
、
子
育
て
家

庭
が
気
軽
に
集
い
交
流
で
き
る
拠

点
づ
く
り
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
外
部
の
専
門
講
師
に
よ

る
マ
ー
チ
ン
グ
や
絵
画
指
導
な
ど

を
保
育
に
取
り
入
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
の「
好
き
」や「
得
意
」

を
伸
ば
せ
る
環
境
作
り
を
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
に
は
、

老
朽
化
し
た
園
舎
の
建
て
替
え
に

も
着
手
さ
れ
、
設
計
段
階
か
ら

参
画
。
現
代
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
っ
た
新
園
舎
が
完
成
し
、
地

域
の
モ
デ
ル
園
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
深
い
愛
情
と
、

常
に
前
向
き
で
柔
軟
な
姿
勢
を

持
ち
続
け
る
新
見
先
生
。
ど
う

ぞ
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ご
活

躍
く
だ
さ
い
ま
す
と
と
も
に
、
私

ど
も
保
育
関
係
者
へ
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
見
芳
枝
先
生 

　
　

 

瑞
宝
単
光
章 

受
章

昭
和
五
十
五
年
創
刊
の
機

関
紙
「
ふ
れ
あ
い
」
が
第
百

号
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
五
年
に
協
議
会
が
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
、
令
和
七

年
に
は
当
園
も
開
園
五
十
周

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
り
当
協
議
会
と
当
園
を

温
か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
者
、
地
域
、
保
護
者
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
想
い
を
胸

に
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
想

い
を
振
り
返
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
、

定
員
六
十
名
の
保
育
園
と
し

て
当
中
島
保
育
園
は
開
園
し

ま
し
た
。
当
時
、
利
用
さ
れ

て
い
た
家
庭
は
、
年
中
・
年

長
に
な
る
と
幼
稚
園
に
転
園

さ
れ
る
お
子
様
が
大
半
で
、

就
学
前
ま
で
在
籍
さ
れ
る
お

子
様
は
三
名
程
度
の
少
人
数

と
い
う
状
態
で
し
た
。し
か
し
、

女
性
の
社
会
進
出
の
増
加
に

伴
い
、
入
園
希
望
者
が
増
加

し
、
平
成
五
年
に
乳
幼
児
室

二
十
平
米
の
増
築
な
ど
行
い
、

平
成
十
五
年
に
七
十
五
名
、

平
成
十
八
年
に
八
十
五
名
、

平
成
二
十
七
年
に
九
十
名
の

定
員
増
の
変
更
を
致
し
ま
し

た
。
土
地
の
確
保
が
出
来
な

い
中
、
こ
れ
以
上
の
増
築
は
行

え
ず
、
三
歳
以
上
児
の
ク
ラ
ス

は
二
部
屋
し
か
な
い
た
め
、
異

年
齢
児
保
育
に
切
り
替
え
、

増
員
に
対
す
る
工
夫
を
し
な

が
ら
保
育
を
行
い
ま
し
た
。

同
年
齢
で
の
活
動
時
間
は
部

屋
数
が
足
り
ず
、
室
内
と
戸

外
に
分
か
れ
て
行
っ
て
お
り
、

当
日
の
天
候
に
左
右
し
な
が
ら

過
ご
し
た
り
、
行
事
に
お
い
て

は
遊
戯
室
が
な
い
た
め
、
生
活

発
表
会
な
ど
に
支
障
が
出
る

な
ど
、
保
育
が
し
に
く
い
状
態

で
子
ど
も
達
が
笑
顔
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

職
員
全
員
で
考
え
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
の
毎
日
を
過
ご
し

て
お
り
ま
し
た
。

生
前
、
父
よ
り
園
舎
拡
張

の
計
画
を
考
え
て
、
園
舎
西

側
の
土
地
の一
部
を
分
筆
し
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

土
地
の
間
に
倉
敷
市
所
有
の

農
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
当
時

は
地
域
の
方
が
利
用
さ
れ
て

お
り
、
賛
同
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
時
が
流
れ
、
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
理
解

の
下
、
買
収
が
出
来
る
運
び

に
な
る
と
同
時
に
、
中
島
・

中
洲
・
西
阿
知
地
区
の
待
機

児
童
解
消
対
策
の
整
備
計
画

を
知
り
、
こ
の
計
画
に
参
加

し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

保
育
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

施
設
に
建
て
直
し
、
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
待
機
児
童
緩

和
へ
の
協
力
が
行
え
る
と
考
え

ま
し
た
。
当
園
の
保
育
理
念

は
、「
子
ど
も
一
人
一
人
の
育
ち

を
大
切
に
し
、
保
護
者
か
ら

信
頼
さ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
保
育
園
を
目
指
す
。」
こ
の

保
育
理
念
を
も
と
に
、
よ
り
一

層
の
保
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
増
改

築
が
実
現
し
た
場
合
、
現
在

の
保
育
実
践
の
中
で
、
保
育

室
な
ど
の
使
い
勝
手
の
不
便
さ

や
、
保
育
の
や
り
に
く
さ
を

反
省
し
、
子
ど
も
達
に
よ
り

よ
い
保
育
が
行
え
る
よ
う
に
、

設
計
会
社
、
建
設
会
社
の
担

当
者
や
当
保
育
園
の
職
員
と

共
に
、
保
育
室
・
給
食
室
な

ど
の
動
線
を
考
え
た
間
取
り
、

乳
幼
児
の
安
全
確
保
が
第
一と

考
え
た
設
計
を
し
て
い
た
だ

き
、
令
和
二
年
四
月
一日
、
定

員
百
二
十
名
に
変
更
し
て
新

た
に
二
階
建
て
の
新
園
舎
に
て

ス
タ
ー
ト
し
た
次
第
で
す
。

地
元
中
島
学
区
に
は
、
中

島
学
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
学
区

に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
々
の
代

表
約
四
十
名
が
毎
月
開
催
さ

れ
る
定
例
会
に
出
席
し
、
夏

祭
り
や
敬
老
会
な
ど
世
代
を

越
え
て
人
と
人
が
つ
な
が
る
行

事
や
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
活
動
が
た

く
さ
ん
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
園
も
役
員
の
一
員
と
し
て
、

青
少
年
育
成
部
に
所
属
し
て

お
り
、
当
園
の
子
ど
も
達
も

夏
祭
り
な
ど
の
行
事
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
敬
老
の
日
の
行
事
の

一
端
と
し
て
始
ま
っ
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
ま
す
み
荘
」

へ
、
四
・
五
歳
児
の
園
児
が
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
歌
や
楽

器
演
奏
の
披
露
や
、
入
所
者
の

方
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い一
時

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
四
十
数
年
続
く
こ
の
交

流
は
、
入
所
者
の
方
々
も
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
嬉
し
く
思
って
い
ま
す
。

小
学
校
と
の
連
携
で
は
、

保
育
園
を
卒
園
後
は
学
童
保

育
を
利
用
さ
れ
る
方
が
多
く
、

地
区
内
に
二
ヶ
所
の
学
童
保
育

の
施
設
が
有
り
、
二
施
設
の

委
員
会
に
参
加
し
、
利
用
状

況
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
り
、

情
報
交
換
し
て
交
流
を
計
って

い
ま
す
。

私
達
が
出
来
る
こ
と
は
、
一

人
一人
を
大
切
に
し
、
個
人
差

も
考
慮
し
な
が
ら
、
子
ど
も

に
応
じ
た
支
援
を
し
、
愛
情

を
持
っ
て
成
長
を
支
え
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
時
に
地
域
の
方
々
の

温
か
い
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
そ
の一
端
を
担
う
べ

く
皆
様
に
愛
さ
れ
る
保
育
園

で
あ
る
よ
う
に
、
歩
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
気
軽

に
情
報
を
調
べ
た
り
、
相
談
し
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
と
て
も
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
様
々

な
考
え
方
や
解
決
方
法
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

子
育
て
に
お
い
て
、「
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
聞
い

て
く
れ
な
い
」「
こ
の
対
応
で
よ
か
っ
た
の
か
な
」
な

ど
、
不
安
や
悩
み
を
感
じ
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
つ
い
ス
マ
ホ
に
手
を
伸

ば
し
、
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
性
格
や
成
長
の
ペ
ー
ス
、
家
庭
環
境
は
一

人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
画
面
に
出
て

く
る
答
え
が
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
子
ど
も
や
家
庭
に

当
て
は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
必
要
な
の

は
、
お
子
さ
ん
の
様
子
を
一
緒
に
考
え
、

悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

保
育
園
、
こ
ど
も
園
の
先
生
は
園
で
の

お
子
さ
ん
の
姿
を
毎
日
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
子
育
て
を
し
て
い
る

保
護
者
の
方
や
、
子
育
て
を
経
験
し
て
き

た
地
域
の
方
々
か
ら
の
「
う
ち
も
同
じ

だ
っ
た
よ
」「
そ
ん
な
時
期
も
あ
る
よ
」

と
い
う
言
葉
に
心
が
軽
く
な
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
は
、
一
人
で
頑
張
る
も
の
で
は
な
く
、
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

困
っ
た
と
き
や
迷
っ
た
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
に
頼
る
よ
り
、
ま
ず
は
身
近
な
人
に
声
を
か

け
て
み
て
下
さ
い
。
園
の
先
生
も
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
身
近
な
存
在
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、

一
緒
に
考
え
、
お
子
さ
ん

の
健
や
か
な
成
長
を
共
に

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●倉敷地区
　（旧園名）三和保育園
　　　　　　↓　
　（新園名）保育所型認定こども園 三和保育園

このたび、三和保育園の園長に
就任いたしました。子ども一人
ひとりの育ちに丁寧に寄り添い、
家庭的で温かな環境の中、保護者
の皆様や職員と力を合わせ、笑顔
あふれる園づくりに努めてまいり
ます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

　松本 道子先生

園事情により、再び園長として
就任することになりました。子ど
も・保護者・職員にとって、わかば
保育園で過ごした日々がステキな
宝物になるように励んで参りたい
と思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

わかば保育園　津田 定子先生

このたび親和保育園園長に就任
いたしました。これまで以上に
地域とのつながりを大切にしなが
ら、子ども・職員・保護者の方々が
安心して楽しく過ごせる園づくり
に努めてまいります。よろしく
お願いいたします。

親和保育園　重本 優子先生

このたび、小ざくら乳児保育園
の園長を務めることとなりました
安知子です。子どもたち一人ひと
りの育ちを大切にしながら、保護
者の皆さま、そして職員とともに
学び育ち合えるあたたかな園づく
りに努めてまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

小ざくら乳児保育園　安 知子先生
（R8.6.1～）

歴史ある当園の伝統を大切に引
き継ぎながら、少子化や時代の変
化に柔軟に対応してまいります。
子どもたちの笑顔を守ることはも
ちろん、職員にとっても働きやすい
環境を整え、皆が笑顔で過ごせる温
かい園作りに努めてまいります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

乳児親和保育園　重本 和男先生

園名等変更

新任・転任園長先生の紹介

保育所型認定こども園
三和保育園

●正会員園 新園長



子どもの生きる力をのばそう子どもの生きる力をのばそう子どもの生きる力をのばそう子どもの生きる力をのばそう
生きる力 非認知能力って何？

生まれつきではなく、教育や
遊び、毎日の生活を通して身に
つく力。0～3歳までの間に、
大きく育ちます。

大人との信頼関係をもとにして、子どもはほ
かの子どもとかかわり始めます。そしてこのか
かわりを通して心と体を発達させ、たくさんの
ことを学んで行きます。

大人との１対１のかかわりを
通して、基本的信頼関係を学ぶ。

自分のやりたいことを主張す
る、おもちゃを取り合うなど、
友だちとの欲求のぶつかり合い
を体験。大人に共感してもらい、
気持ちを代弁してもらいなが
ら、次第に自分とはちがう、相
手の気持ちを理解していく。

ほかの子に関心を示し、表情をま
ねしたり、はいはいで接近したり、
同じおもちゃを手にしたりする。

友だちといっしょに遊んで
いく中で、自己主張するこ
と、相手の気持ちを理解する
こと、我慢することができる
ようになる。小さなトラブル
や課題は、自分たちで解決で
きることも。

これらの力は、一つずつ
積み重なり、つながって
います。

土台となる「自己認識」
から育てることで、将来
の「回復力（レジリエン
ス）」へとつながってい
きます。

子どもの成長を、長い目
で見守り、温かくサポー
トしていきましょう。

やり抜く力
・忍耐力
・自己抑制
・目標への情熱

感情をコントロールする力
・自尊心
・自信
・楽観性

人とかかわる力
・社交性
・思いやり
・敬意

４～５歳

子どもの「生きる力」を、一緒に育てていきましょう。

１．安心できる環境（安全基地）をつくる

2．適度な挑戦と失敗の経験を積む

3．結果ではなくプロセスを認める


